
 

明治 24 年と 34 年と２度の大火災で大半が消失
した室津。復興にあたり、家の壁面を赤土で固め、そ
の上に漆喰を塗る延焼防火対策がとられました。村の
再建に集まった左官職人（石州左官）が壁に鏝で描
いたのが鏝絵の誕生の由来と伝えられています。 
民家に残る彩色の鏝絵群は 

全国的にも珍しく、 貴重な文化 

財です。 
  鏝絵マップのリニューアルに 
合わせて、室津の鏝絵を写真と 
解説で紹介します。是非ご覧く 
ださい。 


